
議　　題

利用者 ０名 １．実績報告

利用者家族 ０名 ２．虐待防止委員会

地域住民の代表者 １名 ３．身体拘束について

市職員 １名

地域包括支援センター職員 １名

事業所 ３名

　　　　・片方が擁護者ではないので虐待とは言えない。
　　　　・一方的であっても虐待ではない。

　　　等のご意見をいただきました。

　　双方の間に仕切りを作り、片方の目に入らないようにする行為について

　　　　・被害をうけている方が大丈夫であればいいと思う。

　　　等のご意見をいただきました。

　　今後の対処法について

　　　　・無理に仲良くさせる必要はないのでは？
　　　　・人それぞれ合う合わないがあると思うので無理する必要はないと思う。
　　　　・なるべく顔を合わさないように配慮していけばいいと思う。

　　　等のご意見をいただきました。

　　今後もなるべく両者が距離をとって暮らしていけるように配慮していきます。

３．身体拘束適正化委員会
　　車椅子使用の利用者さまの姿勢維持のため、ベルトを使用する事について
　　
　　　　・本人が嫌がる等、拒否をする意思がないようであれば身体拘束ではないと思う。
　　　　・本人が安楽にすごせるのであればいいと思う。
　　　　・本人の様子をよく観察し、嫌がるようであれば他の方法を考える。

　　　等のご意見をいただきました。

　　今後実際に姿勢保持ベルトを使用してみて様子を観察し、気にしていない様子であれば継続して使用
　　し、本人が嫌がるようであれば他の方法を探していきます。

　　グルーホームらく令和８年４月、令和８年５月の主な出来事について報告させていただく。

２．虐待防止委員会

　　　　・利用者さん同士であれば虐待ではなく、入所者同士のトラブル。

　　利用者さん同士のトラブルについてご意見をいただきました。

運　営　推　進　会　議　開　催　報　告　書

開催日　　　　令和８年　５月２２日　　１３：３０～１４：３０

ご意見等のまとめ
１．実績報告

出席者


